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16. 先股脱を伴える先天性膝関節部変形の症例
久米通生(日鉱中央病院整形〉
症例は満 l才の女児;胎生 8カ月まで骨盤位であった
が，産科医により頭位に直されて 10日目に早産す。出
生時体重は 1450gであった。生後ただちに左膝反張を
指摘されて当科を受診。初診時左膝関節は 40度過伸展 
20度外反位を示し，運動域は過伸展 50度より屈曲 140
度で，かっ 15度の動揺を認めた。患者は保育器内のた
め簡単な副子固定，保育器外となってからはマッサージ
による矯正につとめた。
しかるに 4ヵ月にて左股関節臼蓋形成不全を認めたた
め， Langeの肢位にてギプス固定を行ない， 2週間の間
隔で固定とマッサージを繰り返した。生後 10カ月より
装具を装着せしめ現在に至っているが，初診時所見およ
び 1カ年の経過より本症例はおそらく先天性膝関節脱臼
の範ちゅうに入れるべきものと考えている。 
17. 脳性麻痩児における股関節変形について
富田裕〈千大整形〉
井幡宏〈桜ケ丘育成園〉
石田三郎〈袖ケ浦福祉センター〉 
① 脳性麻庫児例 50例中， 5例に脱臼， 5例に亜脱臼
を認め，明かに先天性股関節脱臼より多発する。
②脳性麻庫児の股関節の 93%に前捻角過大 91%
に頚体角増大を示し， CE角は減少の傾向を示し，骨頭
の側方化が認められた。臼蓋角は，ほぼ全例に正常値を
示した。
③前捻角で左右差のあるものでは，大きい値の示し
た側に，股関節屈伸筋群，股関節内外転筋群の筋力の 
Unbalanceを認め， CP児の股関節変形の要因として
股関節屈伸筋群，股関節内外転筋群，股関節内外旋筋群
の筋力の Unbalanceがあると考えられる。 
④ CP児の股関節の治療にあっては，股関節周囲筋
力 Unbalanceを除去しない限り，成立しえない。 
18. 過去一年有余に経験せる当病院の腰痛症統計的観
察
竹内 孝〈国立習志野病院整形〉
鈴木弘祐(千大整形〉
昭和 41年 2月より昭和 42年 4月までに国立習志野
病院整形外科，外来新患者総数 2452名中，腰痛を主訴
としたものは 465名 18.9%に相当し， 48名に観血的治
療を行ない，そのうち T.A.D.を38名に施した。疾患
別では椎間板ヘルニア 32名，脊椎分離症 5名，とり症 
1名で，男 33名，女 5名である。年令的に 10才"，30才
代が約 80%を占めていた。
自覚症状としては，腰痛十下肢痛 71%，腰痛 26%，
下肢痛 3%である。外傷が誘因と思われるものが 71%を
占める。
他覚症状として，ラセーグ氏症候，運動制限底痛性側
轡をi訴えたものが多く，これらは診断的に価値あるもの
と思う。
手術部位としては， 1椎間 23例， 2椎間 13例， 3椎
間 3例，手術高位として L4-LS' LS-S1聞が大部分であ
る。手術体位として仰臥位，約 15度頭部を低くし，玉
付ガ{ゼ 3，4枚用い，腹腔内に腸管をよける方法を用い
て，充分な手術視野がえられた。
合併症として Ejaculation(ー )4例， 術後肝炎 2例 
Thrombophlebitis 1例である。成績は，優 33例，良 5
例で，いずれも術前より底痛が軽快し満足すべき結果を
えた。 
19. 開院後約 1年間の川鉄病院手術統計
坂巻階。[[鉄病院整形〉
斎藤長生〈千大整形〉
高田典彦〈千大大学院〉
開設以来約 1年間(自昭和 41.4"，至昭和 42.6)の当
院整形外科外来患者数(延)は 19，841名(全外来患者数
(延〉に対する比 28.7%)，入院患者数(延)16，563名
(全入院患者数比 42.3%)のうち，手術を要した 191例
の検討を行なった。
男女比は 172:19で圧倒的に男が多い。
年令別には， 20才， 30才代にピークを示す。
月別統計は当初 2カ月はブランクに近く，漸増傾向を
示し，特に脊椎手術例の増加と平行する。
疾患別には，外傷 132例が最も多く，ついで後天変形 
31例が特徴的で，重労に由来する椎間板障害が多いた
めと思われる。
その他は Varietyに乏しく，工場病院の性格もさる
ことながら，診療対象の制限がその因子であると考えら
れる。
当院において外傷外科に次ぐ脊椎手術のほとんどが，
頚，腰部椎間板障害例で，そのほとんどに前方椎体固定
術を行なって良好な経過を示しており，今後さらに努力
を重ねて行く所存である。
